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自己紹介

株式会社山正 代表取締役
天童市寺津地区で水田作経営を実践
「山形県地域営農法人協議会」会員法人
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JAてんどう果樹部会果樹青年部副部長
令和5年~現在に至る
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山正の概要

所在地 山形県天童市寺津232

就農年 平成29年 ※就農8年目

設立年 令和６年

役 員 ３名〔本人、母、妻〕※実質労働力：本人のみ

従業員 繁忙期のみ臨時雇用２名（延べ80日間）

面 積 39.5ha（水稲30ha、大豆9.3ha、果樹0.2ha）
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山正の取組推移 ①

就農8年目で・・・
面積が約5.6倍（39ha）、貸し手農家が地区の約1/3（75戸、217筆）に
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山正の取組推移 ② 4

実質ワンマン（労働力1名）による30haの水稲栽培を実践



スマート農業技術の導入経緯

「ワンマン水田農業経営」による地区内の農地集積
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そのためには・・・

➣ 就農当初から、作業の省力化・経営の効率化を目指すこととした

スマート農業技術（省力化農業機械など）の積極的な導入

技術の未熟さと経験不足を補う

データに基づいた合理的な生育管理を実践
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スマート農業技術の主な導入状況
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年 度
水田面積
（ha）

主なスマート農業技術、省力農業機械の導入

●令和元年
(就農3年目)

10.0 
圃場管理システム（アグリノート）導入による営農情報の記録・管理、

5ｍメッシュ間隔で収量把握するため圃場管理システム（スマートアシストリモート）導入

●令和３年
(就農5年目)

18.6 自動操舵装置（トラクタ7０ps外付）

●令和４年
(就農6年目)

25.5
RTK基地局（おしの農場等と共同設置）、可変施肥対応田植機（8条）、

自動操舵装置（トラクタ40ps外付）

●令和６年
(就農8年目)

39.3
メッシュ収量測定機能付コンバイン（6条刈）、自動操舵付トラクタ（104ps）、

ザルビオフィールドマネージャーによるドローンでの可変追肥施用の試行実施



「アグリノート」による営農情報の記録・管理 1/2
2①

7ワンマン水田農業を支えるスマート農業技術

品種別作付マップ



「アグリノート」による営農情報の記録・管理 2/2

8ワンマン水田農業を支えるスマート農業技術
作業管理画面
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「xarvio（ザルビオ）フィールドマネージャー※」による作業の効率化
※総合化学メーカーBASF社が提供する農業支援のデジタルプラットフォーム（国内ではＪＡ全農がサービスを実施）

ワンマン水田農業を支えるスマート農業技術

・スマートフォン、タブレットからアクセスして直感的な操作で、日々の農作業管理を効率的に行い、
作業記録デジタル化や、圃場毎のリスク情報を全体で共有

② データに基づく意思決定をサポート ＋α 収益性の向上

③ 作業効率の向上と省力化 ＋α 法人全体の効率を高める

① 最適な施肥コントロールによるコスト削減 ＋α 環境への負荷軽減

・スマート農業機械に、ザルビオ上で自動生成されたマップデータを同期させて適切な散布量
（可変施肥・可変散布）を実施

・AI分析による生育予測・病害予測などリアルタイムデータを基に、作付計画や収穫時期の
決定を精度高く実施



「ザルビオフィールドマネージャー」による
ドローンでの可変追肥施用の試行実施

10スマート農業技術の取組対応

試行実施現 行

基肥一発施肥体系 追肥体系

肥料コスト削減に向けた実証（令和6年）

＜規模、品種＞

・面積 3ha

・品種 雪若丸

＜主な成果＞

・収量向上 630kg（平年比106）

・倒伏による被害なかった



「ザルビオフィールドマネージャー」による
ドローンでの可変追肥施用の試行実施 １／３

11スマート農業技術の取組対応

追肥前の生育マップ



「ザルビオフィールドマネージャー」による
ドローンでの可変追肥施用の試行実施 2／３

12スマート農業技術の取組対応

可変施肥マップ（追肥）



「ザルビオフィールドマネージャー」による
ドローンでの可変追肥施用の試行実施 3／3

13スマート農業技術の取組対応

追肥後の生育マップ



今年度の「ザルビオ」によるドローンでの可変追肥施用の試行実施を踏まえ・・・

14今後のスマート農業技術の活用

施肥計画等の対策がより精緻になり、さらなる生産性向上が期待！！

【ザルビオを使い倒すための対応】（生産方式革新事業活動の内容）

②ザルビオデータ（地力、平均植生等）をアカウント連携者と情報共有し、最新の

AI技術やアルゴリズムを使った分析結果を得る。

次年度から、

「ザルビオ」を全面積で可変施肥等で活用

①ザルビオ担当者とデータを共有し、データ分析による専門的アドバイスを得る。
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今後の水田農業の展開方向

ワンマンでの水田耕作
（39.3ha）

正職員雇用による規模拡大
（50.0ha）

＜現在＞ ＜３年後＞

寺津地区の水田農業の担い手として、

「地域の農業とともに進化する持続可能な経営を目指す」
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